
○他を思いやり、助け合う子を 

育てます 

・自分のよいところを知ろう。 

・名前を呼んで挨拶をしよう。 

・ていねいな言葉をつかおう。 

・よいところを認め合おう。 

 

 

 

 

 

 令和４年度のアクションプランと学校評価 

教頭 安田 陽子 

 先日行われた小・中・高合同運動会において、本校の子供たちは、主体的に考え、それまで身に

付けた力を発揮し、友達との関わりの中で心を一つにし、成長する姿が見られました。 

さて、本校では今年度の重点目標を「自分を見つめ、人・もの・ことに関わろうとする子」と設

定しました。子供自身が自分のことを「知る」「認める」、そして友達と「学び合う」の達成に向け、

三つのアクションプランを立て、３年計画で進めていきます。このアクションプランを作成するに

あたって、昨年度末に全教職員で上平っ子の持ち味について考えました。その際に、一人一人が素

敵な持ち味をもっているにも関わらず、自分に自信がもてない様子が見られることが気になりまし

た。そこで、自己決定する場を多く設定し、子供が自ら目標を立て、失敗や修正を繰り返しながら

学ぶ教育活動が大切であると考えました。これは、学校内にとどまらず、最強の教材である「地域」

の中に出て、地域で生きている人・もの・ことと出会い、学ぶ中でこそ育めるものであると考えま

す。 

保護者や地域の皆様には、以下の視点からも子供たちの成長を見守っていただき、学校評価の機

会にご意見やご感想をお聞かせいただけましたら幸いです。今後も変わらぬご支援をお願いいたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいところを見つめて 

生徒指導主事 上野 琢麿  

左の服を見てどこが気になりますか。おそらく、多くの人は左腕

の汚れが気になると思います。このような汚れが付いたら、「すぐ

に落とさないと」「新しい服を買わないと」と思ってしまいますよ

ね。そして、ずっと汚れのことが気になります。しかし、この服に

とっては、本当に小さな汚れです。白色の方が多いです。このよう

に、人はできないことが１つあるだけで、そこばかり気にしてしま

います。しかし、見方を変えると、できることがたくさんあること

に気付きます。そこに気付くことができると、できないことに直面

しても気を落とすことなく、前向きに取り組むことができると思

います。そのような体験を通して、できないこともあるけれど、で

きることがたくさんある自分を認められる子供を育てていきます。 

○自ら学び、よく考える子を 

育てます 

・見たり聴いたりしたことを基 

にして自分の考えをもとう。 

・伝え方を工夫して相手に伝わ 

るように表現しよう。 

○自ら鍛え、やり抜く子を育て 

ます 

・○○ができるようになろう。 

・自己ベストの記録を出そう。 

・天気のよい日は、外で遊ぼう。 

「たしかな学力の育成」 
 

自分の思いをもち表現する子 
（達成度８０％） 

「豊かな心の育成」 
 

自分と相手を認め合う子 
（達成度８０％） 

アクションプラン 

「たくましい体と心の育成」 
 

自分で決めた目当てに向か

って取り組む子（達成度８０％） 

 
南 砺 市 立 上 平 小 学 校 
学   校   だ   よ   り 
令 和 ４ 年 ５ 月 
 
上平小学校ホームページ 
http://kamitaira-e.el.tym.ed.jp 


